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問題1

「優秀な農家ほど異常が」

次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。

2000年Ⅱ月に、長野市で牛の乳房炎と乳質に関する国際学会が開催され、これに出

席した。会議では、欧米の方々は事あるごとに、牛乳や乳製品を「神がくれた夢の食口」
と繰り返した。

(中略)

消化機能とA (ジュンカンキ)機能、それに泌乳能力が極端に突出したかたちで、

の数十年乳牛は改良されてきた。全く自然の状態で、自分の生んだ子牛だけを育てるた

めには、年間に 10o kgも泌乳すれば十分であろう。現在の改良された乳牛を以前の飼

い方に戻しても、 4,000 蚫は泥厚Lしてくれるであろう。牧草だけで穀物飼半斗の全くな

いニユージーランド酪農はこ、のレベルである。改良で40倍もの泌乳能力を持っように

なったのである。日本の乳牛の平均乳量は、 8,ooo kg を上回ってぃる。多くの酪農家
は、さらに泌乳量を何とか上げようと躍起になってぃる。

数日間食欲がなくても、 40 地ほど泌乳していることがある。子供のためには、身を

も削るのは噛乳類の母親の使命でもある。泌乳能力を重点的に改良されて乳牛は、身体

をとことん削っても、牛乳を生産する。哀れな乳牛の a 性である。

採卵鶏にも同じことが言える。ニワトリは21日で雁化するが、卵を取り上げられる

と本能的に次の卵を産んでしまう。なるべく早く次を産むように改良された採卵鶏は、
ほとんど毎日のように卵を産み続ける4乞'優玉^上1に改良されてきた。年間に、

せいぜい数度卵を産めばよい二ワトリは、その百倍程の卵を生むようになってぃるので
ある。

乳牛は、ニワトリのように毎日卵を産むわけではないが、毎日牛乳を生産(泌孚D し

ている。分娩しなけれぱ牛は泌乳しないのは、他の噛乳類と同じである。分娩しても、

1年もすると乳量はすっかり減ってしまう。泌乳末期になると、採算の取れる乳量には

ならないし、乳質も悪くなる。生産効率を上げるためには、同じ頃に分娩してもらわな
くてはならない。

牛の妊娠期間は約280日である。分娩すると3力月もしない間に妊娠しなけれぱ、次

の年の同じ時期に分娩しないのである。酪農家は、乳牛に経済効率を要求する。つまり、

分娩後間もない時期の、泌乳最盛期に授精するように酪農家は努める。乳牛は、役牛や
競走,馬のように身体は使っていないように見えるが、体力を消耗してぃるのである。
A (ジュンカンキ)に負担がかかる q氏カルシウム症、脂肪肝*など)、泌乳工場であ

る乳房に炎症が起きる(乳房炎)、消化器官に炎症や弛緩が起きる(第四胃ホ位、、腸
炎など)、蹄や足腰に負担がかかるなど、乳牛は病気になる要因をふんだんに抱えてぃ

る。とりわけ、分娩間もない泌乳最盛期に、しかも能力の高い牛ほど病気になりやすぃ。
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一見健康な乳牛のA (ジュンカンキ)も消化器も b 疲労困愆してぃる。高泥浮L牛群
はどの牛も病気予備軍に名を連ねているようなものである。

来る日も来る日も、どんな劣悪でB (カコク)な下でも C 健気に働く乳牛の病気ぱ

かりを治療していると、健康な牛なんて、何処にもいないのではないかと,思ったりもす

る。それでも d 逞しく乳牛は、体力の限り C (ケンメイ)に泌乳してくれてぃる。

ι_'聖_"_

ところで、現代社会で私たちが通常「動物」と呼んでぃるものには、自分で食べ物を

D (カクトク)する「野生動物」と>思う存分餌を与えられる「愛玩動物」「展示動物」 、

更には「実験動物」、それに収支を計算されながら飼料を与えられる「家玄」がいる。

野生動物の論理を、ヒトの都合で飼われている動物に当てはめては論議できない愛

玩動物は、飼い主の意向を旦_蔑ろにして論ずることができない。都会の野良猫などの

ように、飼い主を失った愛玩動物は哀れである。野良猫を見っけては、家に持ち込む人

たちが時折話題になる。家中が数百匹の猫の棲家になって、周辺に迷惑をかけたりもし

ている。人問は誠に勝手なものである。

生産活動を目的に飼われている家畜には、非情な経済論理が待ってぃる。獣医学は、

動物の生命のE(ソンゲン)と如何にすれぱ健康になるかを教えるが、家畜の治療は飼

い主(農家)の飼養目的から外れてはできない。

生命のE(ソンゲン)が最優先され、金に糸目をっけない人医学の治療とは根本的に

異なる。乳牛を懸命に治療して生命を救っても、泥浮L停止など生産能力がなくなっては、

治療の結果が必ずしも歓迎されるとは限らないのである。家畜を治療する獣医師の仕事

は、生産現場から脱落しそうな家畜を、生産現場に戻すことである。

もともと、生産活動を目的に飼養されるとと自体が家畜にとっては、健康への挑戦で

ある。家畜は生産効率が高くなるように改良されてきた。生産性が高くなることで、改
良されたが故に更に家畜への負担が大きくなってぃる。

乳牛は泌乳量、採卵鶏は産卵率、肉牛やブロイラー鶏や豚は肥育率が、一定の経済的

な容認庫包囲で生産性がなけれぱ、家畜としての存在意義を失ってしまう。家畜は愛玩動
物などとは大きく異なる。

啼乳動物である乳牛は分娩しなければ泌乳しない。分娩から時間が経っにっれ、その

乳量も減少してくる。来年も泥浮Lするために妊娠しなくてはならない。牛の妊娠期間は

ヒトより僅かに長く約 280日である。分娩後、上手く行けぱ2~3 力月で発情がくる。

その辺りで人工授精して受胎すると、来年も同じ頃に分娩することになる。

分娩すると概ね、10力月間搾乳することになり、2力月ほどの搾乳お休み期間を与え

られる。この2力月は乾乳期間と・いわれ、泌乳することはない。乳牛は泌乳しない2力

月の乾乳期間に、_'_」聖_2_などを身体に蓄え、乳腺組織を休ませる。
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分娩から3力月間は、最も泌乳量の多い時期である。この泌乳最盛期に乳牛は身体を

削り、概ね100 蚫痩せる。食べた物だけでは、泌乳するには足りない。乾乳期間に並
えた分をカロリーに換えるのであるが、この蓄えたエネルギーを引き出すの力明刊蔵の仕
事である。泌乳量の多い乳牛ほど、蓄積したエネノレギーを必要とする。これには、処理
能力の高い肝臓が前提となる。

分娩して乾乳が終わる直前から、乳牛の機能は泌乳に向けて動き出す。△まで食べて

し北ものを胎子の成長に充てるとともに、過秦ぬエネルギーを自身の'^として
蓄えるように動いていた身体が、分娩を機にそれを乳生産に利用するようになるのであ
る。 4 与える飼料の質も量も極端に変化する。この極端な落差が、乳牛の負担となる

のであるが、泌乳能力が高まるにっれてこの負担は大きくなってきてぃる。そこで、血

液の検査を怠りなくしなけれぱ、診断できない病状になってぃるのである。

脂肪肝をなんとか克服し、大量の穀物などの飼料を消化に耐えられる消化器官を持っ

乳牛ほど、生産性が高いことになる。別の言い方をすると、病気すれすれのところで発

病しない牛ほど、酪農家にとって経済的な乳牛といえる。酪農家の過酷な要求に、耐え

られる牛が少なくなってきている。農家の要求が高まったのである。

当然脱落する乳牛が出てくる。体調を崩して、私たちのところに診療依頼が来る。健

康食品が不健康な家畜から生産される様子は、不可思議な構図である。

我々は畜主の希望に沿った乳牛の修理師である。発病しない不健康な牛にはお構いな

く、豊」生産三2墾墨から脱落しそうになった乳牛を戻してやる治療に明け暮れてぃる。

(岡井健著、『そりゃないよ獣医さん

風舎より抜粋、一部改変)

脂肪肝、中性脂肪が肝臓内に多く蓄積する状態

第四胃変位、反郷動物の第四胃内にガスが貯留することにより場所が移動し消化胖生
を示す疾病

問1 下線部A~Eのカタカナを1{で暑ナい

問2 下線部a~eの漢字の読みをカタカナで記載しなさい。

問3

酪農の現場から食と農を問う』2005年、新

王録部①の二ワトリに欠落した能力(行動)を 10 字以上20字以内で説明しな
さい。

闇4 王鑁部ι」璽ιの見出しを、本文の内容をもとにして、10字以上20字以内で記
入Lなさい。
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問5 下線部(③)の空欄に入る体の構成成分の名称を漢字2字で答えなさい。

問6 王継部④の飼料の質と量の変化にっいて、何をどのように変化させるのかを
10字以上20字以内で説明しなさい。

三E迭部旦にっいて、本文の内容をもとにして、喧を乳」、「妊娠」、 P版免」と
いう言葉を入れて、生産の現場における健康な乳牛の泌乳と繁殖の管理を70字
以上90字以内で説明しなさい。

問7
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問題2

Your brain is special. so is mine. Di什erences arise at every level of the oroan,S

aS加nishingly* intricate* architect山'e; the human brain contains loo biⅡion ξ1と旦旦U【Ω旦旦, which
Come in thousands of wpes and c0Ⅱectively form an esumate of more than loo tri11ion*

interconnecuons、 These di什erences,in turn,1ead to variances in the ways 、ve think,1earn, and
behave and in our propensity* for menta1 山ness

How does 【Ξ)^y旦工旦i望 in brain wirin8* and function arise? variations in the genes we
inherit from our Parents can play a role. Yet even identicalt、vins raised by the same parents can
di仔er markedly in 血eir mental funcuoning, behavioral traits* and risk of mentali11ness or

neurodegenerative* disease.1n fact, mice bred to be oeneticaⅡy* identicalthat are then handled

次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。

in exacuy the same way in the laboratory display di丘erences in learning ability, fear avoidance*
and l'esponses to stress even 、vhen age, genderand care are held constant.3 Somethin more has

辺上旦3^

Ce血inly,血e experiences we have in life matter as we11; they can, for 血Stance,inauence

the strength of the connecuons bet、veen paπicular sets of neurons. But researchers al・e

increasingly finding tantalizing* indications that othel' factors are at work-for instance,

PI'ocessesthat mutate* genes or a行ed gene behaⅥor early in an embryo'S* develo ment orlater

in life・ such phenomena include altemative splicing,in which a single gene can ive rise to t、VO

Or more di貸erent proteins. proteins cany out most of the operations in ce11S, and thus which

Protelns are made in ce11S wiⅡ a行ect the funcuoning of the tissues those ce11S com ose. Man

researchers are also exploring the role of 4 e i enetic chan es-DNA modificauons that alter

gene activity (increasing or decreasing the synthesis of specific proteins) without changing the
inf0打nation in genes

111the past few years the two of us and our c011eagues have come on especia11y intri uin *

Suspects that seem to operate more in the brain than in other (⑤): jumping genes.ξ§1墾.μ旦h
Which have been found jn vjrtuaⅡ aⅡ S edes indudino humans canenes

themselves into other arts of the

functionin ofthe a行ected ceⅡ makin it behave di什erentl fl'om an otherwise identical ceⅡ ri ht

旦旦墜!、璽^ Many such inse札ions in many di仟erent ce11S would be expected to ield subde or not

So subtle di什erences in cogn北ive abilities* persona1辻y traits and susceptibilit to ne山010 ical*
Prob】ems.

0山 early andin部 of genejumping in the brain have led us to another question:容iven 血at
血e brain's proper funchoning is essenualto survival,、vhy has evolution aⅡOwed a rocess that

tinkers with* its genetjc programming to persist? Although 、ve stⅡl do not have a definite ans、~,er,

mountlng evidence suggeststhat by il〕dudng variability in brain ce11S,jumping genes may imbue*

0熔anisms*、vith the aexibiliw to adapt quickly to changing circumstances. Therefore,血ese

the fUⅡ Set of DNA in the nudeus and alter theenonle

aste co ies of
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jumplng genes-or mobⅡe elements, as they are caⅡed-may have been retained evolutional・il

because, from the standpoint of promoting surⅥVal of 血e species,血is ada tation benefit
Out、veighs* the risks

(Fred H. Gage & Alysson R. Muotl'i, scieπt加CA1πeriCαπ, March 2012 より抜粋一立B改亦)

astonishingly*驚くほど、 intricale*複雑な、 triⅡion*~兆、 propensity*イ頃向、 wirin *酉己
線(神経回路の形成)、trait*特性、 neurodegenerative*神経変性の、 eneticaⅡ*智伝的

に、 avoidance*回避、 tantalizing*興味をそそる、 mutate*変異する、 embry。* 1丕、
intri旦Uing*興味をそそる、 cognitiveability*認知能力、 neur010部Cal*神経学的な、 tinker

With*下手にいじくる、 imbue*吹き込む、 organism*生物、 outweigh*~より上回る

闇1・下線部①、②の日本語訳をそれぞれ漢字4字と漢字3字で答えなさい。

問2 ιEま皇部③のように考える根拠となるヒトの事例を、本文の内容にもとづき、 50
字以上60字以内の日本語で記述しなさい。

問3 下線部④にっいて、本文の内容を参考にして如字以上60字以内の日本江で説
明しなさい。

問4.王迷音E旦に入る適切な英単語を書きなさい。

問5.王継壹廻の英文を和訳しなさい。

問6・ジャンピング遺伝子が進化の過程で残り得た理由にっいて本文中でどのように

考察されているか、100字以上120字以内の日本語で記述しなさい。

問7・下の模式図中の⑦で示した遺伝子発現機構を何というか。本文中の英単註2甑
で答えなさい。

単一の遺伝子

⑦→1

r-ーーーー

mRNA前駆体

エキソン

mRNA

'、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、"、畢、"、、、、、、、"、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、畢、、、、、、、、、、、、

1

イントロン

3

1

2

1

2

2

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

畢

タンパク質A

3

3

4

4

6

4

1 2

タンパク質B
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